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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成27年２月10日に提出いたしました第40期第３四半期（自　平成26年10月１日　至　平成26年12月31日）報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(5）主要な設備

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(5）主要な設備

　　（訂正前）

①前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設等について、当第３四半期連結累計期間に著しい

変更があったものは、次のとおりであります。

a.変更

・当社加沢工場で計画中の金型につきまして、投資予定金額を352,922千円から487,208千円に変更しておりま

す。

・当社本社で計画中の建物改修設備投資につきまして、投資予定金額を278,500千円から196,000千円に、完了

予定年月を平成27年3月から平成27年4月に変更しております。

b.完了

当社本社の建物改修設備投資及び当社牧家工場の機械設備につきましては完了いたしました。

＜後略＞

 

　　（訂正後）

①前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設等について、当第３四半期連結累計期間に著しい

変更があったものは、次のとおりであります。

a.変更

・当社加沢工場で計画中の金型につきまして、投資予定金額を352,922千円から487,208千円に変更しておりま

す。

・当社本社で計画中の建物改修設備投資につきまして、投資予定金額を278,500千円から196,000千円に、完了

予定年月を平成27年３月から平成27年４月に変更しております。

b.完了

当社牧家工場の機械設備につきましては完了いたしました。

＜後略＞
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